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大
宮
地
域
西
塩
子
地
区
に
保
存
さ
れ
て
い

る
西
塩
子
の
回
り
舞
台
は
、
回
り
舞
台
の
付

い
た
組
立
式
農
村
歌
舞
伎
舞
台
で
、
現
存
す

る
中
で
は
日
本
最
古
の
物
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

回
り
舞
台
と
は
、
舞
台
床
の
一
部
を
円
形

に
切
り
抜
き
、
こ
れ
を
回
転
し
て
舞
台
転
換

を
し
た
り
、
印
象
的
な
演
出
効
果
を
得
る
た

め
に
設
け
ら
れ
た
床
の
機
構
の
こ
と
で
す
。

　

江
戸
時
代
の
初
め
に
興
っ
た
歌
舞
伎
は
、

市
川
団
十
郎
な
ど
の
名
優
や
、
井
原
西
鶴
、

近
松
門
左
衛
門
と
い
っ
た
名
脚
本
家
の
登
場

に
よ
っ
て
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
人
々
に
熱

狂
的
に
愛
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
熱
狂
ぶ
り

は
、
江
戸
や
京
都
な
ど
の
中
心
地
だ
け
で
な

く
、
こ
の
あ
た
り
の
よ
う
な
農
村
地
域
に
も

伝
わ
り
、
昭
和
初
年
ま
で
日
本
各
地
に
歌
舞

伎
の
舞
台
は
作
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
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江
戸
時
代
の
後
半
か
ら
芝
居
や
歌
舞
伎
な

ど
で
長
年
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
き
た
舞
台

も
、
様
々
な
娯
楽
の
普
及
に
よ
り
、
昭
和　
２０

年
ご
ろ
を
最
後
に
組
み
立
て
ら
れ
る
こ
と
な

く
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
９
年
に
西
塩
子
地
区
の
皆
さ
ん
の
熱
意

に
よ
り
舞
台
の
復
元
作
業
が
行
わ
れ
て
歌
舞

伎
が
上
演
さ
れ
、
翌
年
は
西
若
座
を
結
成
し

て
自
分
た
ち
も
舞
台
に
立
ち
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
熱
意
と
協
力

で
回
数
を
重
ね
、
今
年
の　

月
、
５
回
目
と

１０

な
る
公
演
が
行
わ
れ
る
の
で
す
。
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回
り
舞
台
は
、
青
竹
の
ア
ー
チ
型
の
天
井

が
付
き
、
間
口
、
奥
行
き
と
も
約　

㍍
、
高

２０

さ
７�
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。
柱
や 
束 
に

つ
か

使
用
す
る
材
木
２
０
０
本
余
と
、
屋
根
に
用

い
る
真
竹
３
０
０
本
余
で
組
み
上
げ
、
真
竹

は
毎
回
伐
り
出
し
ま
す
。

　

規
模
の
大
き
な
舞
台
作
り
の
た
め
、
作
業

は
か
な
り
大
掛
か
り
な
も
の
と
な
り
、
西
塩
子

地
区
の
舞
台
保
存
会
の
中
で
結
成
し
た
舞
台

組
み
立
て
班
が
中
心
と
な
り
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

舞
台
の
場
所
は
例
年
と
同
様
、
大
宮
公
民

館
塩
田
分
館
の
グ
ラ
ン
ド
。
組
み
立
て
は
９

月　

日
か
ら
始
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

２４

　

公
演
後
、
舞
台
は
１
日
で
解
体
さ
れ
、
会

場
は
も
と
の
静
か
な
空
き
地
に
戻
り
ま
す
。

昔
は
晩
秋
の
麦
蒔
き
前
の
畑
を
借
り
上
げ
て

舞
台
を
組
立
て
、
芝
居
が
終
わ
る
と
村
人
総

出
で
畑
を
耕
し
、
持
ち
主
に
返
し
た
そ
う
で
す
。
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平
成
９
年
の
舞
台
復
活
後
、
西
塩
子
地
区

の
皆
さ
ん
は
、
地
芝
居
の
一
座
「
西
若
座
」

を
結
成
し
ま
し
た
。
今
年
も
、
公
演
へ
向
け

て
練
習
の
真
っ
最
中
。
素
晴
ら
し
い
舞
台
を

見
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
今
年
の
公
演
で
は
伝
統
芸
能
を
後

世
へ
伝
え
て
い
こ
う
と
、
総
合
的
な
学
習
で

歌
舞
伎
や
舞
踊
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
元
塩

田
小
学
校
の
児
童
や
、
子
ど
も
歌
舞
伎
（
常

磐
津
）
伝
承
教
室
に
参
加
し
て
い
る
市
内
の

児
童
に
よ
る
舞
踊
も
披
露
さ
れ
ま
す
。
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▲平成１３年第１回定期公演の様子

▲前回の組み立ての様子
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３
年
に
１
度
と
は
い
え
、
舞
台
の
組
み
立

て
と
公
演
の
実
施
に
は
大
変
な
労
力
を
必
要

と
し
、
西
塩
子
地
区
の
皆
さ
ん
だ
け
で
は
限

界
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成　

年
か
ら
、
回
り
舞
台
を

１３

支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
募
集
し
ま

し
た
。

　

例
え
ば
、
裁
縫
の
好
き
な
方
は
衣
裳
づ
く

り
、
日
曜
大
工
が
趣
味
の
方
は
舞
台
道
具
の

製
作
、
そ
の
他
情
報
の
発
信
、
メ
ー
キ
ャ
ッ

プ
な
ど
。
先
月
お
伝
え
し
た
大
幕
作
り
も
そ

の
一
例
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
活

か
し
、
歴
史
あ
る
舞
台
を
次
の
世
代
へ
伝
え

て
い
こ
う
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。
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市
内
に
は
、
西
塩
子
の
他
に
も
下
小
瀬
、

下
桧
沢
、
門
井
、
国
長
地
区
に
も
素
晴
ら
し

い
組
立
て
式
歌
舞
伎
舞
台
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
立
派
な
山
車
や
屋
台
が
出
る
歴
史
あ
る

祭
礼
や
、
昔
か
ら
の
神
事
な
ど
が
各
地
に
伝

承
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
歌
舞
伎
舞
台

と
同
様
、
戦
後
か
ら　

年
程
の
間
に
人
々
の

５０

生
活
や
意
識
の
変
化
か
ら
消
え
去
っ
た
り
規

模
が
縮
小
さ
れ
た
り
と
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る

状
態
で
す
。

　

今
後
、
西
塩
子
の
舞
台
復
活
に
お
け
る
経
験

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
伝
統
文
化
を
活
用
し

た
地
域
づ
く
り
や
子
ど
も
た
ち
の
ふ
る
さ
と
理

解
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲

西
若
座
の
練
習
風
景

▲衣装作りの作業風景

１０月２８日
��������������	��
��（塩田小学校３・４年生）

こ だから さん ば そう

　「三番叟」は老人の姿をした神が天下泰平・五穀豊穣等
を祝して舞う姿を芸能化した能の「翁」を歌舞伎舞踊に
取り入れたもので、様々な趣向で多くの曲が作られまし
た。この曲は、１２人の子を持つ子福者が四季の遊びのお
もしろさを物語る内容で仕立てられた常磐津で、幕開き
等に演ずるおめでたい曲です。

��������������	��
��（塩田小学校３・４年生）
しら なみ ご にん おとこ

　“白浪”とは盗賊のことで、日本駄右衛門を首領とす
る、弁天小僧菊之助、南郷力丸、忠信利平、赤星十三郎
の五人の盗賊団の物語。五人は呉服商浜松屋に盗みに入
ろうとしますが、ひょんな事から浜松屋の主人幸兵衛が
菊之助の実父、浜松屋の養子の宗之助が駄右衛門の実子
ということが判明し、一同は何も盗らずに桜満開の稲瀬
川堤に落ちのびます。捕手を前に五人それぞれが、自分
の来歴を七五調の名ゼリフで語る場面が見どころ。回る
舞台も御注目！

�����������（常磐津教室参加児童）
まさ かど

　常磐津の名曲。雷鳴がとどろく場面があり、雨乞いの
意味を持たせて地方の祭礼で多く上演されました。平将
門の娘滝夜叉姫は、将門の残党を詮議する君命を受けて
相馬の古御所に忍び込んだ 大  宅  光  國 を、色仕掛けで味方

おお や みつ くに

に引き入れようとしますが、本性を見抜かれて大立ち廻り。
豪華な衣装をご覧あれ（２９日も出演者を替えて上演）。
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すが わら でん じゅ て ならい かがみ てら こ や だん

　菅原道真の元家臣武部源蔵は夫婦で流刑となった 主 の
あるじ

子秀才をかくまっていますが、これが露見し秀才の首を
差し出せと命令されます。思案に暮れた二人は自らが開
く寺子屋に入門してきた子を 殺 め、秀才の首と偽って検

あや

分に来た松王丸に渡します。しかし、実はその子は道真
の恩を受けた松王丸の子で、身代わりを覚悟で寺入りさ
せていたのです。源蔵夫婦や松王丸夫婦が子を悼む場面
が涙を誘う、地芝居の 十八番 です。

お は こ

１０月２９日
��������	
��（真壁白井座）
　幼い頃の病気が元で盲目となった沢市の目を治そう
と、女房のお里は毎朝、壺坂の観世音に参拝していまし
た。事情を知らない沢市は妻の不倫を疑いますが、妻の
貞節を知り苦労をかける自分を責めて壺坂の断崖から身
を投げます。それを見つけたお里も、後を追って谷底に
飛び込みます。そこへ観世音菩薩が現われて…。
　「三つ違いの兄さんと」ではじまるお里の口説きで有名
な、涙なくしては見ることのできない名曲です。
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